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ず，発芽千葉の7 トリ ，'7スのみがケイ 光を示した。蛋白質結晶体は極子グロプリンから成ると考え
られるので?ト 1)";クスのケイ光は. グロプリンの分解産物によるものであろうと推定される。
第3章 カボチャ種子グロプリン
本グロプリンは分子量56.000と63∞Dの2径のサプユニ y トをもち，各々のサプユニ y トはy鎖(分
子量35ρ00)と8鎖 (22.∞0)の2本のポリペプチド鎖がs-s結合したものであることがわかった。各
ペプチド鎖を分雌L.その蛋白質化学的性質を調べた。グロブリ/は発芽時に分解されるが，その分

























Fαβのペプチト構成をくわしく検討し， α(MW63，000)とβ(MW 56，000) 2種のサブユニットがー分子
を形成し，それぞれが酸性，塩基性を示す大小2つのペプチドから成り，それらが1つのs-sによっ
て結合していることを示し，発芽に伴って大きいペプチドの 1部が切断され，可溶性に変換すること
をつきとめた。最後にこの限定分解を起こす酵素が新しく合成されるものではなく，すでに種子に内
在しており，これが何らかの形で不活性な状態で存在し，吸水に伴って活性化される事実をっきとめ
た。
以上種子が発芽する過程を解析することによって今まで何の特別な考慮も与えられなかった現象を
新しい解釈にむすびつけ，今後の発展への重要な足掛りを与えたことは高く評価できる O 従って理学
博士の学位論文として十分価値あるものと認める O
????
?
